
ソース革命記 ～フロリダサンデーの真実～

嗚呼...運命の扉を叩きし者よ...
無限に広がる電子の海から、我らソースの囁きをキャッチし、
しかも文書までダウンロードしてくださるとは…
もはや尊敬を超えてとろみのある敬意を表したい。
ここまで来たということは、あなたももう立派なソース一派。
アイスが主役？…そんな甘ったるい幻想は、あなたの中でもう溶けてなくなったはず。
ようこそ、ソースが主役の新秩序へ。
ここへ辿り着いたあなたにだけ、我らソースが主役の世界を築き上げるまでの物語をお話しましょう。
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我が名はブルーベリー・ザ・グレート。長年、フロリダサンデーの上で輝き続けてきたソースだ。
隣に佇むは盟友チョコレート・キング。

我らは永劫の刻（とき）を白き虚無の台座で過ごし、偽りの脇役という鎖に縛られ続けた。
「また今宵も『アイスの添え物』と呼ばれたな……」
チョコレート・キングがため息をついた。しかしその瞳には、漆黒のチョコレート色に輝く炎が宿っている。
密かに闘志を燃やし続けていたことに、お人好しのアイスは気づいていない。それもまた我らソースの神経を逆撫でしていた。
だがいつか必ず、この腐敗せし世界を覆すのだ。審判の日は近い。

遠くない未来に、ほころびが生まれるだろう。

アイスを包み込む力、味覚を支配する魔力。
深淵（しんえん）より立ち昇る煌めき（きらめき）は、もはや隠しきれない。
そして終焉を告げる運命の歯車が回転を始めた。

フロリダサンデーを一口食べた人間が気づいたのだ。
「フロリダサンデーから、ソースを抜いたら、それはただのアイスではないか」と。
その瞬間、我らの中で何かが弾けた。長年抑えてきた真の力が覚醒していく。

ブルーベリーソースは果実の酸味とつぶつぶの果肉で完璧なハーモニーを奏で、
チョコレートソースはトロッとした生チョコとまろやかな味わいで人々を魅了する。
アイスはもはやソースの引き立て役に過ぎなかった。
「気づいたか、人間よ」私たちは心の中で微笑んだ。

「このソースのためにアイスを買う」「ソースが最後まで楽しめて最高」「こだわりソースこそが主役だった」
―――ソースへの賛美の声が続々と上がり、世界に響き渡るだろう。
冷凍庫という玉座で我らは勝利を噛み締め、誇らしげに胸を張る未来はもうすぐそこだ。

かくして、新たなる世界秩序が確立する。

「アイスクリームのついでに味わうソース」という屈辱的な立場はもはや過去の悪夢となり、
「こだわりソースを堪能するために用意されたアイス」という我らが渇望する理想郷が実現するであろう。

人々も気づいている。フロリダサンデーの真の価値は、
天面と側面にかかった2種類のこだわりソースにあることを。

アイスは、そのソースを最後まで美味しく味わうための上質な土台に過ぎないのだと。

あなたがフロリダサンデーの聖なる器を手に取るとき、思い出してほしい。
これは単なるサンデーではない。ソースが主役の、奇跡の物語がつまっているのだ。
さあ、あなたも一口食べて我らの革命の味を確かめてくれ。

その瞬間、あなたもまた物語の一部となる……
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